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研究成果の概要（和文）：本研究では、自閉症のある子ども（自閉症児）の運動面における調整機能が結果的に対人面
に影響するものと仮定し、この関連性について実証することを目的とした。そのために１）対人調整課題における自閉
症児の運動特徴を分析した。その結果、個体内運動調整の特性が、従来、指摘されていたものとは異なる可能性が指摘
された。２）そこで私たちは自閉症児の不器用さの特性を分析したところ、投動作において特異的な動きや運動学習方
略が観察された。３）支援方法について、課題志向性アプローチが、運動パフォーマンスの向上に影響することが示唆
された。その一方で自閉症児の認知-運動特性についてはさらなる検討が必要と考えられた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to test hypothesis that the motor regulation of children with aut
ism spectrum disorders (ASD) affected their interpersonal skills. To achieve such purposes, 1) we analyzed
 the motor performance of children with ASD in the inter-person tasks. This result suggested that characte
ristic features of the individual motor regulation in children with ASD might differ from perspectives by 
previous studies. 2) We analyzed the clumsiness of children with ASD in the physical skill tasks. This res
ult revealed that specific motor performance and motor learning strategies of their throwing skill. 3) Thi
s study showed task-oriented approach affected to raise their motor performance. At the other extreme, thi
s study required ample studies of the cognitive-motor system of children with ASD.
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの研究から、自閉症の代表的な障
害特徴である対人面の問題が、自閉症児の運
動面での問題に何らかの関連性が存在して
いることが示唆されていた。しかしそれを実
証した研究はない。そこで本研究では、運動
調整と対人調整を取り上げ、運動面における
「調整」機能が結果的に対人面に影響するも
のと仮定し、この関連性について実証するこ
とを目的のひとつとした。さらに本研究では、
その介在的要因として指導内容や認知的特
性をとりあげ、それらを検討するため実践的
調査を行うことにした。それらの結果をもと
に、対人面の問題をもつ自閉症児のための運
動プログラムを開発することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では大きく次の２つについて明ら
かにし、それらをもとに運動プログラムを開
発することを試みた。つまり（１）自閉症児
の運動面と対人面の「調整」的関連性につい
て明らかにしたうえで、（２）運動調整と対
人調整の関連性を検証するために自閉症児
の「不器用さ」の特性について明らかにする
ことを目的とした。それら２つの結果を踏ま
えて、（３）自閉症児の対人調整のための運
動プログラムのあり方について検討するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）自閉症児の運動面と対人面の「調整」
的関連性について 
 自閉症児の運動面と対人面の「調整」的関
連性について明らかにするために、対人調整
を必要とする課題における自閉症児の運動
特徴を分析することを試みた。主に、関東地
域の大学附属の特別支援学校において、社会
性支援を受けている自閉症児のうち２名を
対象に事例研究を行った。２名はそれぞれ、
異なる対人調整を必要とする課題を実施し
た。それらの課題の実施前後に、対人調整に
関係する社会性発達と運動発達に関するア
セスメントを実施した。 
 
（２）自閉症児の「不器用さ」の特性につい
て 
 運動調整と対人調整の両者に関連を検討
するために、自閉症児の「不器用さ」の特性
をあらためて分析することを試みた。具体的
には、運動発達支援活動に参加していた３名
の自閉症児（117.3±5.9 ヶ月、全て男児）に
対 し て 、 不 器 用 さ の 指 標 と し て
Movement-ABC と即時的運動調整課題、ポ
ースモデル課題を実施した。加えて、関東地
方にあるリソースルームに通ってきた自閉
症児 1名（A児：10歳、男児）を対象に投ス
キルの動作分析を行った。投スキルは運動活
動中にビデオで記録し、後にトレースしたも
のを分析対象とした。加えて運動活動の実施
前後にMovement ABC 2ndを実施した。そ

して課題内容をビデオ内容とスタッフおよ
び日誌などを参考に記録した。 
 
（３）運動プログラムのあり方について 
 上記の結果をもとに、実際に支援を行った
事例について分析することとした。具体的に
は、都内 T大学が開設しているリソースルー
ム、および親の会が主催し、201X 年から
201X+2 年の期間において、T 大学体育科学
系 A 研究室が協力している運動発達クリニ
ックに参加し、1 年間定期的に支援を受けて
いた 4 名の自閉症児の発達的変化を指標に、
どのような支援が行われていたかを分析し
た。 
 
４．研究成果 
（１）自閉症児の運動面と対人面の「調整」
的関連性について 
 対人調整を必要とする課題における自閉
症児の運動特徴を分析した結果、社会性支援
を受けた自閉症児において、身体動作模倣に
対する運動反応時間が長いことがわかった
（中村・澤江，2011）。また社会性支援を受
けた自閉症児において、Movement-ABC２
（協調運動発達アセスメント）の結果、投動
作のみに望ましい変化がみられた（澤江，
2012）。このことから、社会性が育つ過程に
おいて、周囲の状況に応じた運動調整に何ら
かの影響を与える可能性が示唆された（澤
江・中村,2011、澤江,2012）。そこで現れる運
動特性は、反応の遅さやぎこちなさ、もしく
は外界に対する器用さといった、いわゆる
「不器用さ（clumsy）」、すなわち「協調運動
の困難さ」に関連するものであった。すなわ
ち、これまで、個人内および物的環境変数に
対する運動調整に着目されてきた協調運動
を決定する要因のひとつに人的環境が何ら
かの影響を及ぼしているのではないかと仮
定するに至った（澤江,2012、澤江・木塚・
清水・中込・阿江,2013等）。 
 
（２）自閉症児の「不器用さ」の特性につい
て 
 そこで私たちは自閉症児の「協調運動の困
難さ」をあらためて分析することを試みた。
すなわち、DCD（発達性協調運動障害）をス
クリーニングする際に国際的に使用されて
いる Movement-ABCのアセスメントツール
を知的障害のない自閉症児に実施したとこ
ろ、Gowen ら（2012）も指摘しているよう
に、自閉症に特徴的な運動上の「協調運動の
困難さ」を明らかにすることは難しいことが
確認された。同時に実施した対人モデルに対
する反応性と正確性の調査では、個人間差が
みられた。加えて、運動遂行上での即時調整
と Movement-ABCの投スキル課題には共通
性がみられた（澤江・柄田，2013）。これら
のことから自閉症児の「協調運動の困難さ」
は、DCD（発達性協調運動障害）とは異なる
可能性が示唆された。 



 そこで「協調運動の困難さ」の指標に投ス
キルを取り上げて、仮説的運動プログラム実
施前後の動作分析投を実施した。その結果、
自閉症児の投スキルにおいて、特異的な動き
や運動学習方略が観察された。すなわち継続
的な運動学習プログラムを実行していくな
かで自閉症児の投動作において、外的条件に
応じたテークバックの振り幅やリリースポ
イントの調整は学習していくことが可能で
あったが、フォロースローは同側位になりや
すかった。加えて、テークバックからフォロ
ースローまでのボールの軌道が、目の位置か
ら目的位置の直線上を辿ることが多い特徴
が見いだされた（澤江・村上・杉山・土井畑，
2013、澤江・藤井，2013）。 
 
（３）運動プログラムのあり方について 
 以上の結果を踏まえ、自閉症児の協調運動
を解決するためには、先行研究結果をもとに、
仮説的に、アダプテッド体育・スポーツの視
点（齊藤・澤江，2013、齊藤・澤江・松元，
2012）を組み込んだ、課題指向型アプローチ
を支援に組み込み、支援前後の協調運動およ
びその他の調査項目の変化を分析すること
とした。その結果、課題指向型アプローチは、
自閉症児や DCD 児を含めた発達障害児に効
果的な運動発達支援方法ではないかと示唆
された（村上・澤江，2012、澤江，2012、澤
江・村上，2013）。特に注目すべき点は、自
閉症児の投スキル向上を目的に、課題志向型
アプローチの視点での支援を行ったところ、
結果的に個体内総合調整力と言われている
バランス能力に向上がみられたことである
（澤江，2014）。この結果についてはいろい
ろと議論の余地はあるが、自閉症児の協調運
動能力の発達的可能性が示唆されたととも
に、何らかの課題を設定することで協調運動
能力が向上する可能性が示されたことの意
義は大きい。 
 
（４）今後の課題について 
 今後の課題として、自閉症児において、対
人的調整要因が協調運動へ寄与する可能性
を示すとともに、その要因を組み込んだプロ
グラムを実施可能性の高いものに開発する
ことが必要ではないかと考えられた。 
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